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炎症性腸疾患の病態に関連するストレ

ス不適応についての研究

(代表：大田明英)

1,485

教 授

講 師

大田 明英

古賀 明美

平成17年度文部科学省科学

研究費補助金

萌芽研究

(分担)

看護診断の適切性を促進を促進する

データベースの構築に関する研究

―電子カルテを活用した方法論の開発―

900

講 師 古賀 明美 平成17年度文部科学省科学

研究費補助金

基盤研究 糖尿病患者における受診再開支援シス

テムの開発

―生活習慣記録機の活用―

(代表：古賀明美)

1,900

講 師 古賀 明美 平成17年度佐賀大学中期計

画実行経費

医学部研究者

育成事業

糖尿病患者における治療継続支援シス

テムの開発 ―生活習慣の実証的記録

に基づくアプローチ―

(代表：古賀明美)

606

助 手 松浦 江美 平成17年度文部科学省科学

研究費補助金

若手研究 膠原病患者に対するセルフマネジメン

トプログラムの開発とその効果に関す

る研究（代表：松浦江美)

1,400

助 手

教 授

松浦 江美

大田 明英

平成17年度佐賀大学中期計

画実行経費

基盤教育研究

実行経費

看護研究に実験医学の手法（ELISAシ

ステム）を導入するために必要な機器

の整備（代表：松浦江美)

3,086

助 手 石川 倫子 平成17年度文部科学省科学

研究費補助金

若手研究 胃切除術を受けた患者の消化器愁訴と

食事摂取に伴う残胃内容積の変化の関

連性の検討（代表：石川倫子)

245

助 手 石川 倫子 平成17年度文部科学省科学

研究費補助金

基盤研究

(分担)

尿失禁のある高齢者への個別的な排尿

援助方法の開発と睡眠障害の改善に関

する研究

4,000



老年看護学分野

著 書

１ 八田勘司：抑うつ感情の患者の看護．川野雅資編：精神看護学Ⅱ．第３版 247-254．ヌーヴェルヒ

ロカワ．東京 2005

２ 八田勘司：痴呆状態の患者の看護．川野雅資編：精神看護学Ⅱ．第３版 322-332．ヌーヴェルヒロ

カワ．東京 2005

３ 八田勘司：環境．奥野茂代，大西和子編：老年看護学Ⅰ．第２版 174-176．ヌーヴェルヒロカワ．

東京 2005

４ 八田勘司：精神保健．奥野茂代，大西和子編：老年看護学Ⅱ．第２版 177-182．ヌーヴェルヒロカ

ワ．東京 2005

５ 八田勘司：介護におけるコミュニケーション．山岡喜代子・荏原順子編：介護技術．初版 17-25．

建帛社．東京 2005

学術論文

１ 藤田君支，古賀明美，山川裕子：人工股関節全置換術を受ける患者の生活体験の変化．看護研究集

録12，木村看護教育振興財団，123-130，2005．

２ 藤田君支：第23回国際看護学会４年毎大会参加レポート：整形外科看護 9(10)：54-55，2005．

３ 安田加代子，松岡 緑，藤田君支，古賀明美，佐藤和子：糖尿病の自己管理における対人関係の困

難性 困難な気持ちから肯定的な気持ちへと変化した対処行動 ．日本看護科学会誌 25(2)：

28-36，2005．

４ 古賀明美，松岡 緑，藤田君支，佐藤和子：糖尿病患者の受診行動に関連した療養生活体験の分析．

日本糖尿病教育・看護学会誌 9(2)：114-123，2005．

５ 八田勘司：精神看護．准看護婦資格試験11月臨時増刊号 46(14)：289-298，2005

６ 小林文子，吉岡多美子，大平肇子，八田勘司，奥野正孝，河村和子，小坂みち代，村本淳子：ルー

ラルナースの教育プログラムの検討．地域医療44回特集号：165-167，2005

７ 松尾壽子，八田勘司：「おむつ体験」学習の検討．第一福祉大学紀要，3：10-15，2005．

８ 上野和美：大腿骨頸部骨折．クリニカルスタディ 臨時増刊号 26(12)：60-61，2005

９ 上野和美：腰椎椎間板ヘルニア．クリニカルスタディ 臨時増刊号 26(12)：62-63，2005

学会発表

１ Fujita,Makimoto,Hotokebuchi,Sato: Experiences of patients undergoing total hip arthro-

plasty in Japan.The ICN 23rd Quadrennial Congress,in Taipei.2005.5.25.

２ 藤田君支，佐藤和子，山地洋子，安田加代子，古賀明美，松浦江美，石川倫子，大田明英：看護診

断とその妥当性に関する研究の動向―老年看護学領域―．第11回日本看護診断学会学術集会．2005．

７．３．第11回日本看護診断学会学術集会抄録集：255-256．

３ 藤田君支，佐藤和子，高崎光浩，安田加代子，古賀明美，石川倫子，山地洋子，松浦江美，八田勘

司：老年看護学教育における事例の電子化と看護診断教育支援システムの有用性．第６回看護情報

研究会．2005．６．25．第６回看護情報研究会論文集：133-134．

４ 藤丸温子，下城美紀，野村美佳，藤田君支，佛淵孝夫：人工股関節前置換術を受けた患者の満足度



に関する調査．第20回リハ工学カンファレンス．2005．９．１．第20回リハ工学カンファレンス論

文集：8-9．

５ 上杉裕子，奥宮暁子，藤田君支：人工股関節置換術患者のQOL―Oxford Hip Score日本語版の信

頼性，妥当性―．第31回日本看護研究学会．2005．７．22．日本看護研究学会誌 28(3)：262．

６ 八田勘司，馬場雄司：〝笑い"の「ちんどんセラピー」の実践と効果．第20回リハ工学カンファレ

ンス．2005．９．１．第20回リハ工学カンファレンス講演論文集：20．

７ 小林文子，大平肇子，村本淳子，吉岡多美子，奥野正孝，八田勘司，河村和子，小坂みち代：ルー

ラルナースの教育プログラの開発 地域性を踏まえた救急現場での対応 ．第45回全国国保地域医

療学会．2005．９．９．第45回全国国保地域医療学会抄録集：194．

８ 小林文子，大平肇子，村本淳子，吉岡多美子，奥野正孝，八田勘司，河村和子，小坂みち代：ルー

ラルナーシングにおける専門家役割モデル へきち診療所看護職全国調査結果から―．第64回日本

公衆衛生学会．2005．９．16．第64回日本公衆衛生学会抄録集：523

９ 上野和美：末期がん患者のセルフ・エフィカシーと心理・社会的側面との関連．第10回日本緩和医

療学会総会・第18回日本サイコオンコロジー学会総会合同大会．2005．７．２．第10回日本緩和医

療学会総会・第18回日本サイコオンコロジー学会総会合同大会抄録集：177．

研究助成等

職名 氏 名 補助金(研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
(千円)

助教授 藤田 君支 科学研究費補助金 若手研究 人工関節置換術を受ける患者の手術前

後を通じてのQOLに関する縦断的研

究（代表：藤田君支)

1,200

助教授 藤田 君支 平成17年度佐賀大学中期計

画実行経費

佐賀大学医学

部研究者育成

支援事業

慢性病患者の価値転換とQOLに関す

る縦断的研究（代表：藤田君支)

750

助教授 藤田 君支 日本股関節振興財団研究助

成

(分担) 縦断的調査によるOHS日本語版の信

頼性妥当性の検証

700

助 手 上野 和美 平成17年度佐賀大学中期計

画実行経費

医学部研究者

育成支援事業

末期がん患者のセルフ・エフィカシー

と心理･社会的要因との関連について

の研究（代表：上野和美)

251


